
め
る
こ
と
で
、
定
住
促
進
や

交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、

安
定
し
た
税
財
源
の
確
保
を

目
指
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ

っ
た
が
、
効
果
は
ど
の
よ
う

に
あ
っ
た
の
か
見
解
を
聞
き

た
い
。

　

【
市
長
】
４
つ
の
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
本
市
へ

の
交
流
人
口
の
増
加
や
子
育

て
世
代
の
転
入
、
定
住
の
促

進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

特
に
、
東
部
第
二
地
区
の

工
業
団
地
で
は
、
順
次
操
業

が
開
始
さ
れ
て
い
る
状
況
で
、

操
業
開
始
に
伴
う
固
定
資
産

税
を
は
じ
め
と
す
る
歳
入
増

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
雇
用

や
人
の
流
れ
の
創
出
に
よ
り
、

転
入
促
進
と
地
域
経
済
へ
の

好
循
環
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

　

ま
た
、
現
在
進
め
て
い
る

伊
勢
原
大
山
イ
ン
タ
ー
土
地

区
画
整
理
事
業
や
駅
北
口
周

辺
地
区
の
再
開
発
事
業
の
促

進
は
、
企
業
立
地
に
よ
る
効

果
は
も
と
よ
り
、
観
光
振
興

や
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い

の
創
出
に
よ
り
市
域
全
体
の

活
性
化
を
促
し
、
将
来
的
な

歳
入
確
保
に
つ
な
が
る
重
要

な
事
業
で
あ
る
と
位
置
づ
け

て
い
る
。

　

 

市
長
は
、
市
制
施
行
50
周

年
を
迎
え
、
先
人
た
ち
か
ら

受
け
継
が
れ
て
き
た
自
然
環

境
や
歴
史
、
文
化
を
次
世
代

へ
継
承
し
、
さ
ら
な
る
発
展

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
節
目
の

年
と
し
、
ま
た
、
市
民
の
安

全
安
心
を
第
一
に
考
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
に
最
優
先
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
に
市

政
を
運
営
し
た
の
か
、
結
果

と
し
て
令
和
３
年
度
決
算
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
見
解
を

持
っ
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

　

【
市
長
】
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
は
じ
め
、
感
染
症
対
策
に

万
全
の
注
意
を
払
い
、
市
民
、

伊
勢
原
の
ま
ち
を
元
気
に
し

た
い
と
、
で
き
る
限
り
の
事

業
進
捗
に
努
め
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
、
景
気

の
先
行
き
に
対
す
る
不
透
明

感
が
増
し
て
い
る
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
新
た
な
産
業
用
地

の
創
出
な
ど
、
未
来
に
対
す

る
投
資
を
継
続
し
た
。

　

一
方
で
、
歳
入
の
さ
ら
な

る
落
ち
込
み
に
備
え
、
予
算

執
行
に
当
た
っ
て
は
、
歳
入

の
確
保
や
入
札
残
の
確
保
な

ど
に
努
め
、
一
層
気
を
引
き

締
め
た
財
政
運
営
を
図
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
、
実
質
収
支

は
大
幅
な
黒
字
と
な
り
、
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
市
民
サ

ー
ビ
ス
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
、
し
あ
わ
せ
創
造
都

市
い
せ
は
ら
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
一

定
の
進
捗
を
図
る
こ
と
が
で

き
た
と
評
価
し
て
い
る
。

　

 

第
５
次
行
財
政
改
革
推
進

計
画
の
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム

最
適
化
の
取
り
組
み
の
中
で
、

業
務
の
標
準
化
、
時
間
外
勤

務
の
縮
減
、
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
に
つ

い
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
市
民

サ
ー
ビ
ス
へ
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
く
が
、
見
解
を
聞
き

た
い
。

　

【
行
政
経
営
担
当
部
長
】

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中

で
、
行
財
政
基
盤
を
強
化
し

つ
つ
、
持
続
的
に
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
業
務
の

棚
卸
し
、
標
準
化
や
事
務
事

業
の
見
直
し
に
よ
る
業
務
改

善
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の

推
進
、
組
織
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
見
直
し
に
よ
る
効
果
的

な
執
行
体
制
の
構
築
と
い
っ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
、

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
オ
ン

ラ
イ
ン
化
の
推
進
な
ど
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
に
よ
る
業
務
の
効
率

化
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

は
、
今
後
の
行
財
政
改
革
を

進
め
て
い
く
上
で
も
大
き
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
次
期
行
財
政
改
革
推

進
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検

討
の
中
で
、
よ
り
効
果
的
な

取
り
組
み
方
法
等
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
調
査
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　

 

令
和
３
年
度
は
、
第
５
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
新
た
な
産
業
系
市

街
地
の
整
備
や
既
存
産
業
の

振
興
等
に
よ
り
、
ま
ち
の
活

力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

　

 

市
と
県
内
一
般
16
市
を
比

較
し
た
場
合
、
２
０
２
１
年

度
は
１
人
当
た
り
の
市
税
額

は
県
内
16
市
中
７
位
と
ほ
ぼ

平
均
、
実
質
収
支
比
率
５
位
、

財
政
力
指
数
は
８
位
、
経
常

収
支
比
率
は
８
位
と
ほ
ぼ
平

均
値
、
目
的
別
歳
出
で
は
市

民
１
人
当
た
り
の
額
は
軒
並

み
10
位
以
下
で
、
平
均
に
も

満
た
な
い
状
況
で
あ
り
、
合

計
金
額
も
14
位
と
な
っ
て
い

る
。
子
育
て
、
教
育
、
福
祉

な
ど
、
市
民
の
福
祉
向
上
の

た
め
に
税
金
を
使
わ
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
見
て

と
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
見

解
を
聞
き
た
い
。

　

【
市
長
】
県
内
16
市
に
お

け
る
市
民
１
人
当
た
り
の
決

算
額
や
金
額
は
、
各
市
の
状

況
が
異
な
る
た
め
、
そ
の
比

較
に
よ
り
、
良
し
あ
し
を
判

断
す
る
こ
と
は
一
概
に
は
で

き
な
い
。

　

令
和
３
年
度
は
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
、

就
学
前
ま
で
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
い
、
小
学
校
に

お
け
る
教
科
担
当
制
の
拡
充

や
、
小
学
校
ト
イ
レ
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
工
事
を
実
施
す
る

な
ど
、
中
期
戦
略
事
業
プ
ラ

ン
に
掲
げ
る
取
り
組
み
を
着

実
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
後
も
、
必
要
な
施
策
と

優
先
順
位
を
見
極
め
、
市
民

福
祉
総
体
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
し
萎
縮
す
る
こ
と

な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
こ
と
も
あ
る
と
考

え
る
が
、
令
和
３
年
度
、
本

市
に
お
い
て
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
施
策
の
内
容
と
成
果

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

【
市
長
】
３
年
度
に
お
い

て
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き

イ
ベ
ン
ト
や
講
座
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
し
た
ほ
か
、
市

税
な
ど
の
口
座
振
替
に
係
る

申
請
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

や
電
子
図
書
館
の
開
設
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の

活
用
な
ど
、
市
民
の
生
活
に

よ
り
身
近
な
場
面
で
デ
ジ
タ

ル
化
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
市
役
所
窓
口
に
お

け
る
証
明
発
行
手
数
料
用
レ

ジ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
や
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ

ン
ト
還
元
事
業
に
よ
り
、
電

子
決
済
を
含
め
た
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
化
の
普
及
促
進
に
も

取
り
組
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、

ま
ず
は
感
染
防
止
、
あ
る
い

は
行
動
制
限
へ
の
対
応
を
目

的
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
っ

た
が
、
新
し
い
生
活
様
式
と

し
て
市
民
の
利
便
性
の
向
上

に
も
大
い
に
効
果
が
あ
っ
た

も
の
と
評
価
を
し
て
い
る
。
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令
和
３
年
度
の
財
政
健
全
化

と
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

公
明
党

中
山
真
由
美

県
下
16
市
と
の
比
較

に
つ
い
て

日
本
共
産
党

川
添　

康
大

令
和
３
年
度
決
算
に
対
す
る

市
長
の
見
解
に
つ
い
て

創
政
会

夛
田　
　

嚴

　

総
括
質
疑
と
は
、
本
会
議
で
市
長
等

（
執
行
機
関
）
に
対
し
て
総
括
的
な
疑
問

や
不
明
確
な
点
を
問
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

予
算
や
決
算
の
議
案
内
容
は
膨
大
な
た

め
、
総
括
質
疑
の
後
、
３
つ
の
常
任
委
員

会
で
、
よ
り
具
体
的
な
審
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
５
人
の
議
員
が
会
派
を
代
表
し
て

令
和
３
年
度
決
算
に
対
す
る
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
決
算
に
対
す
る

市
長
の
見
解
に
つ
い
て

い
せ
は
ら
進
誠
会

山
田　

昌
紀

新
た
な
歳
入
確
保
策

に
つ
い
て

い
せ
は
ら
未
来
会
議

安
藤　

玄
一

令和３年度 議会費決算
令和３年度の議会費決算は次のとおりです。
なお、市の一般会計（歳出）に占める割合は約１％です。

1億611万9,513円

　2,733万2,100円

6,285万7,990円

4,434万1,181円

1万2,434円

1,460円

1万5,000円

274万7,232円

　

399万749円

481万432円

519万900円

357万6,143円

2億6,099万5,134円

報 酬

給 料

職員手当等

共 済 費

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使用料及び

賃 借 料

負担金、補助

及び交付金

合 　 計

・議員報酬

・職員給料

・議員期末手当

・職員諸手当

・議員共済費

・職員共済費

・普通旅費

・議長交際費

・議会だより印刷代

・図書追録代

・議会だより配布手数料

・会議録反訳料

・インターネット映像配信

　システム管理運営

・インターネット映像配信用

　設備賃借料

・政務活動費交付金

・議長会等負担金

区　　分 金　　額 主な内容


